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先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
な
ど

に
追
悼
の
誠ま

こ
と

を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、
戦
没
者

追
悼
式
へ
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
県
戦
没
者
追
悼
式

　
対
象　
先
の
大
戦
に
お
け
る
県
出

身
の
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災

死
没
者
の
遺
族
で
、
県
内
に
居

住
し
て
い
る
人（
３
親
等
以
内

の
親
族
を
優
先
）

　
期
日　
８
月
15
日
㈯

　
場
所　
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中

央
区
大
濠
１
－
１
－
１
）

　
定
員　
県
内
で
９
０
０
人（
申
込

多
数
の
場
合
選
考
）

　
※
参
列
遺
族
全
員
の
献
花
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
会
場
ま

で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
で
す
。

○
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
▽
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
、

一
般
戦
災
死
没
者
お
よ
び
原
爆

死
没
者
の
遺
族
で
、
県
内
に
居

住
し
て
い
る（
３
親
等
以
内
の

親
族
を
優
先
）

　
▽
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

　
▽
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体

力
を
有
し
、
団
体
行
動
が
と

れ
る

期
日　
８
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯（
２

日
間
）

場
所　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代

田
区
北
の
丸
公
園
２
－
３
）

定
員　
県
内
か
ら
１
０
７
人（
申
込

多
数
の
場
合
選
考
）

　
※
交
通
費
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま

す（
差
額
は
自
己
負
担
）。

申
込
方
法　
６
月
１
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

※
後
日
、
申
込
書
類
の
提
出
や
、
事

前
説
明
会
へ
の
出
席
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
５
４
４
８
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日
本
赤
十
字
社
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
活
動
の
大
部
分
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
活
動
資
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
居
住
し
て
い

る
地
区
の
自
治
会
を
通
し
て
活
動
資

金
の
募
集
を
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
額
２
０
０
０
円
以
上
の

協
力
者
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
運
営

に
参
画
す
る
支
援
者
と
し
て
赤
十
字

会
員
に
登
録
さ
れ
ま
す（
希
望
者
の

み
）。
２
０
０
０
円
以
上
の
会
費
は
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い（
手
数
料
無
料
）、
日
本
赤
十
字
社

春
日
市
地
区
窓
口
で
支
払
い
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
日
本
赤
十
字
社
春
日
市
地
区（
市

福
祉
支
援
課
内
）

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

　
F（
５
８
４
）３
０
９
０

▽
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

　
☎（
５
２
３
）１
１
７
３

　
F（
５
２
１
）２
５
５
２
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
新
入
会
・
進
学
祝
い

金
な
ど
の
授
与
を
、
会
費
納
入
が
あ

る
人
と
役
員
で
規
模
を
縮
小
し
て
行

い
ま
す
。
同
会
の
前
年
度
活
動
報
告

や
本
年
度
活
動
計
画
な
ど
の
表
決
と

機
関
紙
を
配
布
し
ま
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
子（
寡
婦

含
む
）ま
た
は
同
会
会
員

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
年
会
費

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。
事
前
に

参
加
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
23
日
㈯

　
午
後
６
時
〜
７
時（
受
付
：
午
後

５
時
30
分
〜
）

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

（
昇
町
３
－
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会（
白

水
大
池
公
園「
虹
の
売
店
」内
）

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w

ak.bbiq.jp
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工
業
統
計
調
査
は
、
日
本
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
５

月
中
旬
頃
に
、
調
査
対
象
の
事
業
所

に
調
査
票
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
、
調
査

の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
づ
く
り
課
商

工
農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３
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例
年
５
月
を
皮
切
り
に
、
各
地
区

公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
出
前
ト
ー

ク「
市
長
と
語
る
」で
す
が
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

　
安
心
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
市
報
な
ど
で
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報

　
広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

新型コロナウイルス感染症
医療機関の受診に関する相談窓口

帰国者・接触者相談センター（筑紫保健福祉環
境事務所）　☎（707）0524
相談日時　月〜金曜日（祝日除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
※上記時間外は、県保健所夜間休日緊急連絡

番号（☎（471）0264）で受け付けます。
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春
日
風
土
記

第337号

　
　　

寺
と
神
社
の
違
い
は
見
た
だ
け
で

す
ぐ
分
か
り
ま
す
。

　
寺
に
は
僧
侶
が
、
神
社
に
は
神
官

が
い
る
の
は
今
で
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
で
す
が
、
こ
れ
は
意
外
と
新
し

い
こ
と
で
、
明
治
元（
１
８
６
８
）年

の
新
政
府
の
布
告
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
以
前
は
、
大
き
な
神
社
は
寺
と

一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
石い

わ
し
み
ず
は
ち
ま
ん
ぐ
う

清
水
八
幡
宮
も
神
官

は
僧
侶
で
し
た
。
比ひ

え
い
ざ
ん
え
ん
り
ゃ
く
じ

叡
山
延
暦
寺
も

麓ふ
も
と

に
あ
る
日ひ

よ
し吉
神
社
と
一
体
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
須す

ぐ
む
ら
た
け
す
え
み
ょ
う

久
村
武
末
名
」が
書
か
れ
て
い

る
、
太
宰
府
天
満
宮
文
書「
安あ

ん
ら
く
じ

楽
寺 

注ち
ゅ
う
し
ん
も
く
ろ
く

進
目
録
」の
末
尾
に
、
こ
れ
を
書

い
た
人
物
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

「
都つ

い
な
だ
い
ほ
う
し
じ
っ
か
い

維
那
大
法
師
実
会
、寺じ

し
ゅ
だ
い
ほ
う
し

主
大
法
師

幸こ
う
ゆ
う祐
」と
、
２
人
の
連
名
で
す
。
都

維
那
、
寺
主
は
仏
教
寺
院
に
お
い
て

僧
侶
の
役
職
を
指
し
ま
す
。
都
維
那

は
寺
院
の
庶
務
事
項
、
僧
侶
の
監
督

を
す
る
役
目
、
寺
主
は
寺
院
内
の
事

務
を
管
轄
す
る
役
目
で
す
。
そ
の
上

に
寺
院
内
の
最
高
責
任
者
と
し
て

上じ
ょ
う
ざ座
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
太

宰
府
天
満
宮
の
内
部
組
織
が
寺
院
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

白し
ろ
う
ず
し
ょ
う

水
庄
を
所
有
し
て
い
た
石
清
水
八

幡
宮
の
関
係
の
文
書
の
中
に
も
、
上

座
、
寺
主
、
都
維
那
が
連
署
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
期
末
ご
ろ
の
太
宰
府
天
満
宮

の
絵
図
の
中
に
、
東ひ

が
し
ほ
っ
け
ど
う

法
華
堂
、
西に

し
ほ
っ法

華け
ど
う堂
、
多た

ほ
う
と
う

宝
塔
、
経き

ょ
う
ど
う堂
、
護ご

ま
ど
う

摩
堂
な

ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
中
世
か
ら

江
戸
の
初
め
こ
ろ
に
は
、
新
三
重
塔
、

五
重
塔
、
九
重
塔
な
ど
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
天
満
宮
は
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
公
を
神
と
し

て
祭
る
神
社
で
す
が
、
中
世
に
は
、

神
は
仏
の
化
身
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

天
神
様（
菅
原
道
真
公
）は
、
仏
と
し

て
の
顔
を
持
ち
、
十じ

ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
ぜ
お
ん

一
面
観
世
音 

菩ぼ
さ
つ薩
や
大だ

い
じ
ざ
い
て
ん

自
在
天
と
同
一
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
神
を
祭
る
神

社
は
、
仏
も
祭
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
神

に
仕
え
る
神
官
は
僧
侶
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。

　
徳
川
幕
府
を
倒
し
た
明
治
新
政
府

は
、
国
学
の
強
い
影
響
下
に
、
江
戸

幕
府
の
仏
教
優
遇
策
に
反
対
、
神し

ん
ぶ
つ仏

習し
ゅ
う
ご
う合
を
前
近
代
的
と
し
、
神
仏
分
離

政
策
を
進
め
た
た
め
、
そ
れ
が
民
間

で
激
し
い
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
運
動
と
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
神
社
で
は
仏

教
部
分
が
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
神
社
に
あ
っ
た
優
れ
た
仏
教
美
術

品
も
捨
て
ら
れ
、
海
外
に
流
失
し
た

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
佐
賀
県
基

山
町
に
あ
る
大だ

い
こ
う
ぜ
ん
じ

興
善
寺
の
十
一
面
観

世
音
菩
薩
は
、
元
々
太
宰
府
天
満
宮

に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
時
大

興
善
寺
に
移
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
は
神
と
仏
を
区
別
し

て
考
え
ま
す
が
、
近
世
以
前
の
人
に

そ
の
こ
と
を
問
え
ば「
何
で
」と
言
わ

れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。　

　
太
宰
府
天
満
宮
の
奥
に
位
置
す
る

宝
満
山
の
麓
に
竈か

ま
ど門
神
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
現
在
は
神
社
で
す
が
、

以
前
は
大だ

い
せ
ん
じ

山
寺
と
い
う
寺
で
し
た
。

宝
満
山
上
の
上じ

ょ
う
ぐ
う宮
、
中
腹
の
中ち

ゅ
う
ぐ
う宮
、

現
竈
門
神
社
の
所
の
下げ

ぐ
う宮
と
３
つ
で

構
成
さ
れ
る
天
台
宗
系
の
山
岳
寺
院

で
し
た
。
こ
の
大
山
寺
も
明
治
新
政

府
の
時
、
神
社
か
寺
か
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
神
社
を
選
ん
で
い

ま
す
。

　
私
た
ち
が
当
然
と
考
え
て
い
る
こ

と
も
、
長
い
歴
史
の
中
で
は
さ
ま
ざ

ま
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会 

寺て
ら
さ
き
な
お
と
し

﨑
直
利

ひとコマひとコマ
vol.1

食育ワン
ポイント

　妊娠〜授乳期は、食事内容を見直すチャンスです。3食食べていても、朝はヨーグルトだけ、夜はダイエットのために
サラダだけという食事内容になっていませんか。まずは、主食・主菜・副菜がそろった食事を1日3回取りましょう。妊娠
中に、医師から体重の増加を指摘された場合も、エネルギーや量を気にする前に、食事内容を見直すようにしましょう。

● アサリ（殻付き）：200g
● キャベツ：2枚（120g）
● 酒：大さじ1
● バター：小さじ1（4g）
● 黒こしょう：適量

①アサリは砂抜きし、キャベツは食べやすい大
きさにちぎる。

②耐熱容器に黒こしょう以外の材料を入れてラッ
プをかけ、電子レンジでアサリの殻が開くま
で加熱する。(目安：600Ｗで4分程度)

③お好みで黒こしょうをかけて完成。

　今が旬のアサリとキャベツを使ったレシピです。アサリには鉄分やカルシ
ウムなどのミネラル、ビタミンＢ12が豊富に含まれており、赤ちゃんに栄養
を送る血液の元となります。また、キャベツに含まれるビタミンＣは、鉄の
吸収を助けるので、妊産婦はもちろん貧血予防にもおすすめです。

材料（2⼈分） 作り⽅

問い合わせ先　健康スポーツ課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）００５１

妊産婦におすすめ

アサリとキャベツのレンジ蒸し

エネルギー49kcal、塩分0.9g

＝
　
お
寺
か
神
社
か
　
＝
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さ
ん
ぽ
み
ち

7月生まれの
赤ちゃん

募集
（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、
市報かすが5月15日号の感想を書いて郵送するか、Eメールで送ってく
ださい。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル
名は赤ちゃんの名前にしてください。6月15日㈪（必着）までの到着分か
ら抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係

（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真
は返却できません。

新型コロナウイルス感染症対策本部　＠kasuga_CoV
広報　@kasuga_PR	 防災　@kasuga_bousai
採用　@kasuga_saiyo	 防犯　＠kasuga_bouhan
環境　@kasuga_kankyo	 納税　@kasuga_nouzei
スポーツ　@kasuga_sports

環境課インスタグラム
@kasuga_kankyo

議会フェイスブック
男女共同参画センター
じょなさんフェイスブック

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
チ
ェ
ッ
ク

八
や ひ ろ

尋 椛
はな

ちゃん
令和元年5月8日生
（下白水南）

平
ひ ら い

井 桜
お う か

嘉ちゃん
令和元年5月23日生

（惣利）

片
かたふち

渕 湊
そ う た

太ちゃん
令和元年5月11日生
（春日公園）

立
たていし

石 彩
あ み

心ちゃん
令和元年5月13日生

（小倉）

佐
さ と う

藤 春
しゅんぺい

平ちゃん
令和元年5月25日
（若葉台東）

國
こ く ぶ

分 怜
れい

ちゃん
令和元年5月12日生
（春日原南町）

先
輩
の
言
葉

（メール登録用） （アプリiPhone版） （アプリAndroid版）

春日市
総合情報
メール

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日：10時〜16時/市役所2階市民相談室
（第1水曜日9時以降の平日に電話予約、先着15人）

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど
月〜金曜日：10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）※土・日曜日は要相談
： ８時30分〜17時/市社会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
行政の制度や運営に関すること　第4火曜日：10時〜15時/
市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日:9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日：8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：9時〜17時（祝日、年末年始を除く）、土曜日、第1・
3日曜日：9時〜16時/ひとり親サポートセンター春日センター

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日：8時30分〜17時、土曜日：8時30分〜12時30分（祝日、年末年始を除く）
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日：8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局
暴力・DV・セクハラの相談

●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：8時30分〜17時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：12時〜19時、土曜日：10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日：9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと

●福岡県警察本部犯罪被害相談「心のリリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）：9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み　水曜日：13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安　24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

　
「
何
も
し
な
け
れ
ば
、
何
も
考

え
て
い
な
い
の
と
同
じ
」。
入
庁

し
て
間
も
な
い
頃
、
あ
る
先
輩
に

教
え
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
や
ら
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
て
も
、
変
え

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
て
も
、
何

も
行
動
し
な
け
れ
ば
、
何
も
思
っ

て
い
な
い
の
と
一
緒
な
の
だ
と
▼

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ「
伝
わ
ら
な

い
な
ら
、
伝
え
方
を
変
え
ろ
」。

自
分
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
と
き

は
、
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
受

け
手
の
せ
い
に
せ
ず
、
伝
え
方
を

工
夫
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
▼
４

月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
広
報

広
聴
担
当
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て「
広
報
」と
い
う
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
く
中
で
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
２
つ
の
言
葉
を
思
い
返
し
て

い
ま
す
▼
せ
っ
か
く
の
有
益
な
情

報
も
、
発
信
し
な
け
れ
ば
無
い
の

と
同
じ
。
そ
し
て
、
た
だ
発
信
す

る
の
で
は
な
く「
伝
わ
る
」広
報
を

▼
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
魅
力
的
な

情
報
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心

誠
意
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
は
）
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。kasuga_bousai
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）
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正
し
い
手
の
洗
い
方

①
流
水
で
よ
く
手
を

ぬ
ら
し
た
後
、
石

け
ん
を
付
け
、
手

の
ひ
ら
を
よ
く
こ

す
る
。
ま
た
、
手

の
甲
は
伸
ば
す
よ

う
に
こ
す
る
。

②
指
先
、
爪
の
間
、

指
の
間
を
念
入
り

に
こ
す
る
。

③
親
指
と
手
の
ひ
ら

を
ね
じ
り
洗
い
す

る
。
手
首
も
忘
れ

ず
に
洗
う
。

　
石
け
ん
で
洗
い
終
わ
っ
た
ら
、

十
分
に
水
で
流
し
、
清
潔
な
タ
オ

ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭

き
取
っ
て
乾
か
す
。

問い合わせ先　健康スポーツ課健康づくり担当　☎（５０１）１１３４　F（５０１）００５１　  1005067

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、「
手
洗
い
」

や「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

３
つ
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

▽
マ
ス
ク
を
着
用
す
る（
口
・
鼻

を
覆
う
）

▽
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
ハ
ン
カ
チ
で
口
・
鼻

を
覆
う

▽
と
っ
さ
の
時
は
、
袖
で
口
・
鼻

を
覆
う

新型コロナウイルスの集団発生防止にご協力をお願いします

①換気の悪い

密閉空間 密集場所 密接場面
②多数が集まる ③間近で会話や発声をする

新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。
日頃の生活の中で３つの「密」が重ならないよう工夫しましょう。

3つの を避けましょう!密

マスク
着用

マスクが
ない時

とっさ
の時

感
染
症
対
策
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す


